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   文責　樫山　昌史（同館学芸員） 

  当館では、阿波和三盆製造の資料を常設展示して
いる。
　
　和三盆は、甘

かんしょ

蔗を原料とし伝統的な製造法でつ
くられた砂糖・砂糖菓子のことで、阿波和三盆は、
阿讃山脈南

なん

麓
ろく

の扇状地帯に適した作物をつくり、
貧困にあえぐ状況を打破しようと、江戸後期（19
世紀前半には甘蔗の栽培が定着した）に丸山徳

とく

弥
や

によって、その製造法があみだされたものである。
徳島藩では藍に次ぐ重要物産の一つであった。
　
　資料 ( 下の写真）は、搾

さくじゅう

汁の際に使用したもの（牛
引き用の砂糖車）、煮詰め・冷却の際に使用したも
の（荒

あら

釜
がま

、揚
あ

げ釜
がま

、冷
ひや

しかめ、澄
すま

し桶
おけ

等）、製造の
際に使用したもの（押

おし

槽
ふね

、研
とぎ

槽
ふね

）を中心に展示し
ている。
　
  
 
                                                                                                                   

　　　　　　　　

 　 上板町立歴史民俗資料館

　情報コーナー

　
　阿波和三盆は、上板町周辺の歴史を知る上で重要
であるが、それだけでなく現在でも和菓子の原料と
して使用されていることから、この資料は、日本の
食文化を伝える意味でも貴重である。

☎ 0883-78-4311

   情報コーナー

●鳴門市ドイツ館の紹介
　鳴門市ドイツ館は、第 1次大戦時の板東俘虜収容
所を紹介した史料博物館です。約千人のドイツ兵た
ちの暮らしや地元住民との交流の様子を紹介してい
ます。ベートーヴェンの交響曲「第九」全楽章を日
本で初めて演奏したことは有名です。実物大のロボッ
トで再現した「第九シアター」は必見です。
                                    文責　金澤　和子 ( 同館職員 )
●ニーダーザクセン・コーナーの紹介
　鳴門市ドイツ館は、板東俘虜収容所を顕彰する史
料館として発足しました。これをきっかけとして、
1974 年（昭和 49年）に鳴門市は、ドイツ・リュー
ネブルク市と姉妹都市交流を始めました。交流がま
すます広がる中で、リューネブルク市があるドイツ・
ニーダーザクセン州との交流も深く広がってきまし
た。そのため、ニーダーザクセン州に関する特別展
示が 2005 年に当時のヴルフ州首相を迎えて公式に
開かれ、ニーダーザクセン州の様々な地方の歴史や
見所などが紹介されています。ドイツ館内１階にあ
りますので、無料でご覧になることができます。また、
隣のミュージアム・ショップでニーダーザクセン州
の名物商品も購入できます。
　現在、ニーダーザクセン州政府との協力で展示改
装の準備中ですので、改装事業に入る前に機会あれ
ばぜひ今のニーダーザクセン・コーナーをご覧になっ
て下さい。  文責  テルシッグ・ロバート ( 同館国際交流員 )

鳴門市ドイツ館
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 　　　 「阿波和三盆製造の資料について」   

〒 779-4802　三好市井川町岡野前 64

〒 771-1310　板野郡上板町泉谷字原中筋 8-1
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 088-694-5688

あわぎんﾎｰﾙ 阿波木偶資料館
　　　「阿波木偶をのぞいてみよう！」

   あわぎんホール５階にある阿波木偶資料館が、平
成 24年 10月 18日にリニューアルオープンをしま
した。
　新しくなった資料館の展示は、ストーリー性を持
たせて資料を配置する新しい展示となっています。
　そのストーリー性のもととなるモチーフは、徳島
県が全国に誇る「阿波農村舞台」。さらに、「普段で
は入ることの難しい楽屋裏から農村舞台へ来場して
いただく」というコンセプトのもと、展示コーナー
が創設されております。また、それぞれの展示スペー
スでは、様々な演出を施された阿波木偶達 ( でこた
ち ) が、みなさまにお目にかかるのを楽しみにして
います。　　　　　          文責　中川啓司（同館職員）
〒 770-0835 　 徳島市藍場町 2-14　
　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 088-622-8121　

大鳴門橋架橋記念館
「春休みも大鳴門橋架橋記念館エディで楽しもう！」
 ●春休み期間限定キャンペーン
　「大鳴門架橋記念館エディ」と「渦の道」のセッ
ト券購入の方に「オリジナルクリアファイル」をプ
レゼントします。
●春の渦まつり開催中
　期間中「オリジナルグッズ」をプレゼントします
（渦まつりのチラシ持参の方）。
●「魅惑の渦潮を巡る」ガイドツアー実施
　20 メートルの巨大渦潮が出来るメカニズムや水
中の渦潮の様子などについて、鳴門公園コンシェル
ジュが鳴門の歴史やここだけのとっておきの話を交
えながら楽しくご案内致します。
●ラジコン模型船展示会開催中
　徳島ラジコン模型船同好会の協力のもと鳴門海峡
を航海している船を中心にラジコン模型船を約 15
隻展示しています。　    文責　林　恵美子 ( 同館職員 )
　※　詳しくはホームページをご覧下さい。
　　　 http://www.awanavi.jp/article/0001278.html

〒 772-0053　鳴門市鳴門町土佐泊浦字福池
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 088-687-1330

　　　「各種お知らせ」

〒 779-0225　鳴門市大麻町桧字東山田 50-2
☎ 088-669-0099

   井川町ふるさと交流センターは、１階を民俗資料館
とし２階を図書館として活用している。
　ここに何か特色のある展示物を作ってみたらとの
話があり、考えた末に金の殆どかからないもの、そ
して手軽に住民に直接情報を提供できるものとして
三好地方で起こってきた全ての事象をすぐに理解で
きるものをまとめたらと思い、新聞の記事を切り抜
きスクラップブックの作製を思いついた。
　幸いに、昭和 32 年（1957）から地元新聞を中心
にスクラップブックがあり、それを新しく張り直し
て面目を一新にする作業を本年から始めている。ど
のくらいの冊数になるのか予測が出来ないが、百冊
以上のものになると思われる。今から楽しみである。
　

　この昭和 32年から現在までの三好地方の 56年間
には、県下の農山村地域で起きてきた現象に勝ると
も劣らない、社会を根底からくつがえす大きな変化
があった。まさに激動の時期といえる。
　すなわち、昭和 34年からわが国は高度経済成長期
に入り全面的に過疎・過密問題が生じてきた。三好
地方にも急激な過疎化現象が起こり、多くの人々は
出稼ぎに出ていったし、また挙家離村する者もいた。
自治体の中には昭和 32年以前の人口に比して現在は
半分、あるいは 3分の 1以上に激減している所が殆
どである。この減少傾向は現在も続いている。
　町村も明治の町村制成立の時 15村であったが、昭
和の合併で 8町村となり平成の合併では 2つの自治
体となった。これらの身近な現象を一つ一つていね
いに理解しやすく記してくれているのが新聞である。
これをスクラップブックとして見やすく作り直し、
住民の要望に答えるべく提供していきたいと思って
いる。　　　　　　　　　　文責  大岩義雄 ( 同館職員 )

井川町ふるさと交流センター
「現代三好地方の新聞スクラップブック作製中」

藍住町歴史館 「藍の館」
　　　　　「阿波藍の文化と歴史」
　日本古来の染料として伝統的な阿波藍のすべて
を知ることができます。
　建物は、天保から明治時代にかけて隆盛をきわ
めた阿波藍の大豪商である奥村家の藍屋敷を復元
したもので県の有形文化財であり、当時の栄華を
今に伝えます。
　又、藍染め体験もできる訪問授業も行っており、
徳島大学等のインターンシップも受け入れており、
県内外からも沢山の自由研究
等でにぎわっております。
   　　文責　阿部利雄 ( 同館館長 )

〒 771-1212  板野郡藍住町徳命字前須西 172
☎ 088-692-6317

徳島新聞連載 湯浅良幸 ( 編）現在井川中の歴史
スクラップブックの一部 阿波の民話 ( 三好郡・市）
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 情報コーナー
妖怪屋敷 ・ 石の博物館

   鳴門市賀川豊彦記念館は、郷土鳴門市が生んだ
世界的偉人賀川豊彦を顕彰・継承する目的で、平
成14年 3月に多くの人々の寄付金によって建設さ
れました。賀川豊彦は、友愛・互助・平和のため
に生涯を捧げ、ノーベル平和賞候補に 4度、文学
賞候補に 2度推薦されました。太平洋戦争前には、
『世界の三大偉人－賀川豊彦・ガンジー・シュバイ
ツァー』という本がニューヨークから出版されて
います。
　今、世界も日本もこれまでの体制や思想が行き
詰まり、各地で深刻な問題が頻発しています。こ
の閉塞状況にある世界を明るい未来へ導く道標と
して賀川豊彦の思想と実践が注目されているので
す。「相互扶助」、「愛と協同」をスローガンにする「協
同組合主義」が静かな広がりを見せています。
　鳴門市賀川豊彦記念館は、賀川の思想と実践の
全体像を皆さんにご紹介すべく、常設展示やビデ
オ等の視聴や、講演会・シンポジウム・学習講座
などを提供しています。是非一度お出掛けくださ
い。　　　　　　　　　文責　田辺　健二（同館館長）

鳴門市賀川豊彦記念館
　　　　　「鳴門市賀川豊彦記念館のご紹介」

●プラネタリウム
○一般番組「オーロラを見た恐竜たち」
　恐竜たちが暮らす今から 7000 万年前のアラス
カをご紹介します。　5月 6日 ( 月・祝 ) まで。
○キッズ・アワー「ナットのスペースアドベン　
　チャー」
　ナットと親友の IQとスクーターはロケットにも
ぐり込んで、月を目指します。３人の大冒険が今、
始まる。
※　スケジュールが変更になる場合がありますの
で、詳しくはＨＰまたは電話でお問い合わせ下さ
い。
●子ども科学館
○サイエンス玉手箱
　たくさんのパズルに挑戦しよう！
　開催日　4月 27日 ( 土 ) ～ 5月 6日 ( 月 )
　場　所　子ども科学館特別展示室
　時　間　9:30~17:30
　参加費　常設展示の観覧券が必要
　あすたむらんど徳島では、春休みやＧＷなど、
たくさんのイベントを用意して皆様のお越しをお
待ちしております。
　各イベントの詳細については、催し案内かHPで
ご確認していただくか、お電話でお問い合わせく
ださい。

　　　　「イベントの紹介について」
 あすたむらんど徳島子ども科学館

 情報コーナー

   大歩危峡谷、吉野川のほとり、緑の絶景を楽しむ
ことができます。博物館は 1階が妖怪屋敷 ( 平成
22 年 4月リニューアルオープン）で、地元に伝承
されるゲゲゲの鬼太郎に出てくる児啼爺の発祥の地
が山城町であることから、70 体の妖怪を展示紹介
している。又、2階部分では、石の博物館として、
県の天然記念物に指定されているレキ質片岩をはじ
め、火星の隕石や、地球最古の岩石及び世界各国の
宝石とその原石など、美しい鉱物を紹介しています。
　インフォメーションに於いては、大歩危・祖谷周
辺の観光案内や情報を提供しており、売店コーナー
では、地元特産品や世界各国の鉱物や天然石のアク
セサリーを販売し、オリジナルのアクセサリー体験
もできます。
　喫茶コーナーでは、大歩危お茶セットや祖谷そば
が人気があります。       　 　文責　脇眞二（同館館長）

　「阿波紙と版表現展　ＡＩＪＰとミクストメ　
　ディア」
　2012 年 12 月に、東京で開催した作品展の移
動展です。国内外の作家 12名がインクジェット
用の阿波和紙（ＡＩＪＰ）にプリントした作品
を展示します。
　会期　2013 年 4月 3日（水）～ 21日（日）
　　　　9:00 ～ 17:00　要入館料
●和紙にインクジェットプリントしてみよう講
　習会
　和紙にインクジェットプリントをしてみませ
んか？写真や作品など光沢紙とは違う雰囲気に
仕上がります。
　日程　① 4月 16日（土）13:30 ～ 16:30
        　　②４月 17日（日）13:30 ～ 16:30
講師　郷司史郎氏　参加費 3500 円、
　定員各回 6名（要予約、定員になり次第締切）
●母の日の感謝状づくり教室
　手漉き和紙を漉いて、母の日にプレゼントする
感謝状を作りましょう。漉き込みたいもの（ビー
ズなど）あれば持って来てください。
日時① 4月 28日（日）13:30 ～ 15:00
　　② 4月 29 日（祝）13:30 ～ 15:00、参加費
500 円（入館料別途）
定員　各回 10名（当日受付もできますが、予約
優先となります。）
〒 779-3401　吉野川市山川町字川東 141
　　　　

 徳島県立佐那河内いきものふれあいの里

☎ 088-679-2238    
〒 771-4102　名東郡佐那河内村上字大川原 5-8

〒 779-0111 板野郡板野町那東字キビガ谷 45-22

  東日本大震災から 2年が経過し、ご近所・友達・恋
人など「人と人の絆」が支えになっていますが，やっ
ぱり最後は「家族の絆」ではないでしょうか。そして、
いざという時に頼りなるのは、お父さん、でも、普
段は仕事で忙しくて家族との時間を持てずにいるお
父さん…。そこでネイチャーセンターでは、平成 25
年度から自然の中で親子の絆を深めてもらうシリー
ズ企画「親父力」を立ち上げます。ホントは力持ちで、
なんでも出来て、かっこいいお父さん、さぁ、我が
子に親父の背中をもう一度見せてみませんか？※も
ちろん、お母さんも参加できます。
■親父力―やっぱりお父さんって
　　すごい！（定員 10～ 15組）
4/28（日）13～ 15時半「生きものを掴んでみる」
5/18（土）10～ 14時「応急処置の技」
6/22 ～ 23（土日）13 ～翌 10 時「たき火とテント
　　　　　　　　　で 1泊」
8/11（日）13～ 15時「親子で沢登り」
9/23（月・祝）13～16時「参加者からの提案イベント」
　　　　　　　　　　　　文責　田代優秋 ( センター長 )

〒 779-5452　三好市山城町上名 1553-1
　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0883-84-1489

　　　　　　　「イベント予定」　　　「やすらぎと情報のスポット道の駅
                                       心やすらぐミュージアム」

「お父さんってやっぱりすごい！
                         って言われたいじゃないですか？」

徳島県立阿波十郎兵衛屋敷

  阿波十郎兵衛屋敷では徳島の郷土芸能である人形
浄瑠璃芝居を毎日 11：00 ～、14:00 ～と各 30 分
上演しており、県内外や外国の方々にご覧いただい
ております。
  この他に、下記のイベントを予定しております。
　○ 4月　春期阿波人形浄瑠璃大会
　○ 6月　阿波十郎兵衛人形浄瑠璃まつり　
　　　　　水無月講演
　　　徳島県下の人形座競演
　　　阿波木偶作家協会の人形師による制作実演
　○　浄瑠璃ガイダンス映像 (12 分 ) や展示室も　
　ご覧いただき郷土芸能をお楽しみ下さい。
    ご来館をお待ち致しております。

　「郷土芸能、阿波人形浄瑠璃　イベントのお知らせ」

〒 779-0225　鳴門市大麻町桧字東山田 50-2
☎ 088-689-5050

〒 771-0114  徳島市川内町宮島本浦 184　
☎ 088-665-2202

 HP. http://www.asutamuland.jp/m/   ☎ 088-672-7111 

阿波和紙伝統産業会館

　　　　　　　　　　　 ☎ 0883-42-6120

　幕末の三筆の一人、貫名菘翁（ぬきなすうおう）
の書画作品を展示しています。菘翁は、安永７年
（1778 年）徳島城下弓町に生まれ、大阪・京都を
舞台に活躍しました。全国的に愛好家が多く、県外
からも多数ご来館いただいています。
小さな美術館ですが、日常の喧騒を離れ、閑寂で豊
かなひとときを過ごせる空間を目指しています。こ
の度、一部展示替えを致しました。
    郷土の生んだ書傑の作品を是非ご覧ください。
開館日　　毎月第２土曜日のみ　　（10時～15時）
　　　　　　　　　　　　文責　北谷由規 ( 同館館長）

菘翁美術館
　　　「～～　展示替えしました　～～」

〒 770-0855　徳島市新蔵町 1-46
☎ 088-653-2858

   大塚国際美術館
「15周年記念　15年のありがとう！」

 　大塚国際美術館は 2013 年 3月 21日に開館 15周
年を迎えました。記念すべき 15年目は、バラエティ
に富む 3つのテーマで美術館を楽しめます。
　4～ 8 月　「西洋名画　15のつぼ」（※ 8月は無休）
　9～ 11月　「神のごときミケランジェロ」
　12～ 3 月　「15著名人が選ぶこの 1点」
「西洋名画 15のつぼ」では、スタッフがお客様と一
緒に館内を巡りながら、名画のつぼを分かりやすく
解説します。「西洋名画 15のつぼカード」を持って
絵画探求の旅へさあイコー！
毎週　金・土・日曜日 14：00～（約 40分）
定員 30名（参加無料・事前予約可）
金のつぼコース‥偶数日開催
銀のつぼコース‥奇数日開催
※詳細は決まり次第、ホーム
ページでご案内します。
http://www.o-museum.or.jp/　
〒 772-0053  
鳴門市鳴門町土佐泊浦
字福池 65-1　☎ 088-687-3737


